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さくら市教育委員会１２月定例会会議録 

 
　　　○日　時 
　　　　　令和６年１２月２７日（金）　午後２時００分～午後４時００分 
　　　○場　所 
　　　　　喜連川支所　２階　会議室 
 
　　　○出席した委員の氏名 
　　　　　教 　 　育  　   長　　　　橋 本 啓 二 
　　　　　教育長職務代理者　　　　中 村 浩 之 
　　　　　委　　　　　　員　　　　岡 崎 真 紀 
　　　　　委　　　　　　員　　　　稲 見 純 子 
　　　　　委　　　　　　員　　　　舩 生 正 興 

 
　　　○出席した職員の氏名 

教　育　次　長　　　　　櫻 井 広 文 
学校教育課課長　　　　　八木澤和弘 
生涯学習課課長　　　　　横 塚 一 徳 
ミュージアム館長　　　　小 竹 弘 則 
スポーツ振興課課長　　　久 保 　 章 
学校教育課課長補佐　　　橋 本 宜 之 

 
（１）開会宣告（午後２時００分） 

○櫻井教育次長 
皆さん、こんにちは。 
定刻前ではございますが、皆さんおそろいになりましたので、ただいまから令

和６年１２月のさくら市教育委員会定例会を開催いたします。 
 

（２）挨拶 

○櫻井教育次長 
まず初めに、橋本教育長からご挨拶を頂戴したいと思います。 
 

○橋本教育長 
では、改めて、皆さん、こんにちは。 
今日は２７日ということで、本日、市役所的には御用納めですけれども、市長

の訓示とかはなくて、各課で課長さんからの話があるということです。 
学校のほうも昨日から冬休みに入りまして、学校閉庁も含めて９日間の連休と

いうことで、先生方にもゆっくり休んでいただければなと思っております。 
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今年の話題に、よく漢字１文字というのがありますけれども、毎年教育委員会

で職員５２名おりまして、校長先生８名を含めて６０名で今年の漢字を皆さんに

毎年書いてもらっているんですけれども、１２名の方が金ということで書いてい

まして、７名ぐらいが震えるという漢字、地震の震を書かれていた方がいました。

１２名の方には豪華商品を私のほうから差し上げたんですが、６名を想定してい

たので、ちょっと商品が足りなくなっちゃいまして、１２分割していただいて、

そんなこともやらせていただいたんですが、私は選ぶという漢字がいいかなと思

って、選ぶ責務もあったもんですから。ただ、清水寺の貫主の方が、選ぶという

を結構書くのが大変なので選ばなかったのかな、全然関係ないですけれども、そ

んなことを思っています。 
今日は議題の一つに、過日下野新聞等で報道もありました、栃木ＳＣの専用練

習場の整備に伴う条例改正というのもありまして、それを諮らせていただきたい

と思っていますので、慎重審議よろしくお願いします。 
今日は最終日でありますので、できるだけ効率的に進めていきたいと思ってい

ますので、改めてどうぞよろしくお願いします。 
以上でございます。 
 

○櫻井教育次長 
ありがとうございました。 
ここからの進行につきましては、教育長にお願いしたいと思います。 
 

（３）会議録署名委員の指名について 

○橋本教育長 
では、暫時進行させていただきます。 
今月の議事録署名委員は舩生委員を指名します。よろしくお願いいたします。 
 

（４）令和６年１１月定例会会議録の承認 

○橋本教育長 
続きまして、令和６年１１月定例会会議録の承認です。 
既にご確認いただいていると思いますので、文言や内容について訂正箇所等が

ありましたらお願いいたします。 
 
（発言する声なし） 
 

○橋本教育長 
よろしいですよね。 
お諮りをします。令和６年１１月定例会会議録の承認について、承認する委員

の挙手を求めます。 
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（全員挙手） 
 

○橋本教育長 
賛成全員でありますので、本案件については承認いたします。 
後ほど、岡崎委員に署名をいただきたいと思います。 
 

（５）教育長報告 

○橋本教育長 
続きまして、教育長報告に移らせていただきます。 
１２月定例会教育長報告をご覧ください。 
まず、行事等についてですが、１１月２８日に始まりました第４回定例議会で

すが、１２月１７日に無事終了いたしました。 
議会の一般質問ですが、教育委員会関係では１名の議員からご質問いただきま

した。内容等については後ほど説明をさせていただきます。 
２９日ですね、教育委員会の臨時会ということで開催をさせていただきました。 
この日、知的障害サッカー日本代表の方が、過去十五、六年、さくら市のほう

で合宿をいただいているんですが、今年も１２月１日までということで合宿をし

ていただいております。 
１２月４日ですが、さくら市の小学生駅伝大会ということで、教育委員の皆さ

んもご出席ありがとうございました。今年は押上小学校と南小学校の５年生、６

年生ということで優勝いたしました。 
５日、校長会、６日はさくら市の地域学校保健委員会ということで、これは学

校の校長、保健主事をはじめ、学校の方にご出席をいただいております。 
続いて、７日になりますけれども、今年も生涯学習課のほうで太鼓フェスティ

バルを開催させていただきました。５００人を超える多くの皆様にご来場いただ

きました。愛知県の志多らという大変有名な太鼓集団にご出席をいただいていま

す。来年も、市制２０周年記念ということで、今のところ２日間にわたって太鼓

フェスティバルを計画しております。 
８日ですが、第６７回塩谷地区駅伝大会ということで、今年もさくら市が１７

年連続の優勝を飾らせていただきました。今、１月２６日の郡市町対抗駅伝に向

２チーム出場予定しておりますけれども。週末に練習などを重ねております。 
１２月１１日になりますけれども、教職員の異動が始まりまして、この日はさ

くら市の各学校と事務局間で意見交換を行ったところです。 
あとは、１２月１１日に２つあるんですが、その下のところに立志式打合せと

いうことで、今年度は２月の立志式を、この市制２０周年記念になるということ

で、氏家中、喜連川中合同で、氏家中体育館を利用して実施する予定ですので、

委員の皆さんにもご出席、どうぞよろしくお願いいたします。２月４日の予定で

計画しています。午前中になります。 
続きまして、１７日は先ほど申し上げた栃木ＳＣの練習拠点整備ということで、
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これは今日の議題にもなっておりますので、どうぞよろしくお願いします。 
２１日になりますけれども、第２２回こども絵画展表彰式にご出席ありがとう

ございました。インフルエンザが学校で猛威を振るっている時期ではありますけ

れども、８割程度の子どもたちに出席をいただきました。 
今後の予定になりますけれども、１月１１日、これは今、日展のご案内があり

ますが、１月１１日に日展の開幕式が行われます。 
１月１２日に二十歳のつどいということで、これも市制２０周年記念事業とい

うことで、その第１段目かなというふうになっています。 
２４日は教育委員会定例会の予定であります。 
２６日が先ほど申し上げました栃木県郡市町対抗駅伝大会ということで、今年

からカンセキスタジアムをスタート地点、栃木市の往復で実施すると。従来は栃

木県庁であったわけですけれども、交通事情などを考慮してそのようになりまし

た。 
人事異動の教育長会議も今日４回目を迎えまして、そこに書かれている予定で

行う予定、これ１月なんですね。 
続いて、要報告事項ということで４つ出させていただきました。 
開いていただきますと、２ページ目に令和６年の終わりに当たってということ

で、教職員の皆様へ年末の私からの話というか訓示ではないんですが、教職員の

皆様に紙面、電子媒体を用いまして、そこに書いてあるような内容、教師として

のプロ意識の考え方について書かせていただきました。 
続きまして、３ページですが、これは先ほど申し上げた市議会定例議会の一般

質問で教育委員会はお一人ということで、永井議員のほうから教育行政について

と給食費の保護者負担の軽減、教職員の服務の厳正の確保についてということで

ご質問いただいております。 
４ページですが、冒頭に触れました小・中学校のインフルエンザですね、１８

日、２０日の資料として用意しておったもんですから、少し前の情報になってい

ますけれども、１２月に入って第１週を過ぎて、大変インフルエンザが流行しま

して、学級閉鎖等が相次ぎました。コロナのほうについては、そこに書かれてい

るように１桁を前後しているところでございます。 
最後になりますけれども、５ページは、令和７年度の４月１日の児童・生徒数、

あくまでも現在の数と来年度数の１年生ですね、またこれから転校等ありますけ

れども、そのような推移をしています。これを見てもお分かりのように、６年生、

中３を見ると４００名を超える人数がいますけれども、特に中１などは４３２名

ということで、今年の６年生は４３２名もいて大変多いのですが、注目していた

だきたいのは小学校１年生、現在のところ３３６名ということで、ここからは児

童・生徒の減少というのが考えられるかなと思っています。ただ、転校生等あり

ますので、最終的にはもう少し３５０～３６０人ぐらいにはなると思うんですけ

れども、それでも急激な児童・生徒減にはならないんですが、そのような現状に

あるということをご理解いただければと思います。 
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以上で私の報告とさせていただきます。 
ただいまの報告で、質疑等がありましたらお願いいたします。 
 
（発言する声なし） 
 

（６）議事 

議案第１号　さくら市修学旅行延期等に係る取消料等補助金交付要綱の廃止につい

て 
○橋本教育長 

では、ないようですので、議事に進みます。 
本日は、議案が３件、報告が１件でございますので、よろしくお願いします。 
では、議案第１号　さくら市修学旅行延期等に係る取消料等補助金交付要綱の

廃止について、事務局より説明をお願いします。 
学校教育課長。 

 

○八木澤学校教育課長 
学校教育課長です。 

それでは、議案書３ページからご覧ください。 

議案第１号　さくら市修学旅行延期等に係る取消料等補助金交付要綱の廃止に

ついてご説明させていただきます。 

４ページをご覧ください。 

現在、さくら市修学旅行延期等に係る交付要綱がございます。こちらができま

したのはコロナの１回目の非常事態宣言終わった後ぐらいですね。令和２年１１

月につくられました。 

中身につきましては、まさに新型コロナウイルス感染症によって修学旅行が延

期または中止になった場合、保護者の方の負担を軽減するということで、キャン

セル料の分を旅行業者に支払うというものでございました。 

こちらの対象となっていたのは修学旅行ということで、市内の小学校６年生と

中学校３年生になっておりました。 

こちら実績としましては８件ございました。まず令和２年、できた当時は氏家

中学校と喜連川中学校、押上小学校ということで３件ございました。令和３年に

つきましては２件ということで、氏家中学校、喜連川中学校、こちらは最後にな

るんですけれども、令和４年、これが最後になります、氏家中学校、喜連川中学

校、氏家小学校ということで、合計８件ございまして、支出した金額につきまし

ては、合計で４４２万１，８６９円をこちらの要綱によって支出したものでござ

います。 

皆さんご存じのとおり、新型コロナウイルス感染症につきましては、令和５年

のゴールデンウイーク明けから第５類に移行されたということで、それ以降使わ

れていませんでして、今回こちらの要綱自体も期間が令和４年から令和６年度と
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いうことで期間を設けていたものですから、この要綱につきましては廃止という

形を取らせていただきたいと思いまして上程させていただきました。 

私からの説明は以上となります。 

 
○橋本教育長 

本議案に対し、質疑に入ります。 
質疑のある方は挙手を願います。 
 
（発言する声なし） 
 

○橋本教育長 
では、ないようですので、本議案に対する質疑はないものと認め、質疑を終了

いたします。 

お諮りをします。議案第１号　さくら市修学旅行延期等に係る取消料等補助金

交付要綱の廃止について、賛成する委員の挙手を求めます。 
 
（全員挙手） 
 

○橋本教育長 
賛成全員であります。本議案は可決しました。 
 

議案第２号　さくら市社会教育関係団体等事業補助金交付要綱の一部改正について 

○橋本教育長 
続いて、議案第２号　さくら市社会教育関係団体等事業補助金交付要綱の一部

改正について、事務局から説明を願います。 
生涯学習課長。 
 

○横塚澤生涯学習課長 
生涯学習課長です。 
それでは、議案第２号　さくら市社会教育関係団体等事業補助金交付要綱の一

部改正についてご説明をいたします。 
資料につきましては、６ページをお開きください。 
まず、この要綱でございますが、趣旨としましては、さくら市教育委員会は社

会教育の振興と健全で適切な社会教育活動の充実を図るため、社会教育団体等の

行う事業に対し、この告示に定めるところにより予算の範囲内において補助金を

交付するものとなってございます。 
今回の実施期間につきましては令和６年度で終了することから、第６条中の実

施期間を令和７年度から令和９年度まで改めるものでございます。 
また、別表第１、ガールスカウト栃木県第２０団の項を削るといたしたいと思
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います。 
これにつきましては、５月の教育委員会定例会において、昨年の１２月にガー

ルスカウト栃木県第２０団が廃団となったことにより、補助金の交付をなくした

ということでご説明をしております。今回の改正に伴いまして、こちらの項目も

削除するものでございます。 
説明のほうは以上となりますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
 

○橋本教育長 
では、委員の皆様から質疑等がありましたらお願いいたします。 
中村委員。 
 

○中村委員 
ガールスカウト第２０団というのが解散したというかなくなったということで、

この地区ではガールスカウトに関して、ほかの広いエリアでどこか別のところに

入るとかそういう意味合いで解散されたんではないでしょうか。 
 

○橋本教育長 
生涯学習課長。 
 

○横塚澤生涯学習課長 
中村委員のご質問のほうにお答えいたします。 
こちらにつきましては、昨年代表者の方と連絡を取りまして、廃団の主な理由

としましては、高齢者による活動ができない。残った団員の方については３名い

るんですが、その方については宇都宮の団のほうに編入なり移動するというふう

な形でお話は伺っております。 
以上です。 
 

○中村委員 
分かりました。 

編入先の団体に対して、また補助を出すとかそういう流れではないんですね。 

 

○橋本教育長 
生涯学習課長。 
 

○横塚澤生涯学習課長 
生涯学習課長です。 

中村委員のご質問にお答えします。 

あくまでもこれにつきましてはさくら市で活動している社会教育関係団体とい

うふうな形になりますので、行った先について補助をするものではございません。 
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○中村委員 
分かりました。 

 

○橋本教育長 
そのほかございますか。 

 

（発言する声なし） 
 

○橋本教育長 
では、本議案に対する質疑は終わったものと認め、終結いたします。 

お諮りをします。議案第２号　さくら市社会教育関係団体等事業補助金交付要

綱の一部改正について、賛成する委員の挙手を求めます。 
 
（全員挙手） 
 

○橋本教育長 
挙手全員であります。本議案は可決しました。 
 

議案第３号　さくら市体育施設条例の一部改正について 

○橋本教育長 
続いて、議案第３号　さくら市体育施設条例の一部改正について、事務局から

説明をお願いします。 
スポーツ振興課長。 
 

○久保スポーツ振興課長 
スポーツ振興課長です。 
それでは、議案第３号　さくら市体育施設条例の一部改正について説明いたし

ます。 
資料８ページ、９ページをご覧ください。 
まず、条例改正までの経緯で申し上げますと、先ほどの教育長の件もあるんで

すが、まず、喜連川運動場の利用がここ数年ぐっと減少してきているというのが

あって、そういった中でＪリーグの栃木ＳＣさんの練習場整備の打診がございま

した。 
新聞報道のとおり、栃木ＳＣの練習場を喜連川運動場を候補地として整備を進

めるという基本合意がございました。もちろんこれは整備を進めるという基本合

意でございまして、教育委員会ですとか、議会の議決がなければ進まないことで

ございます。 
栃木ＳＣとの包括連携協定に基づく基本合意ついての資料をご覧ください。 
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１２月１７日付で栃木ＳＣさんと結んだ基本合意でございます。 
１ページ目をご覧ください。 
スポーツを核とする元気で健康な地域づくり包括連携協定に基本合意というこ

とで、読ませていただきますと、今年の９月２６日に栃木ＳＣさんとスポーツを

核とする元気で健康な地域づくり包括連携協定を締結したところでございます。 
さらに、このたびスポーツの普及・振興、健康づくりの推進、地域活性化の拠

点整備に向けて、次の基本合意を行ったものでございます。 
これまでの連携事項なんですけれども、スポーツの普及・振興ということでサ

ッカー教室を開催する、そういった内容で今後スポーツの普及・振興を図る。ま

た、高齢者体操教室などをしていただきまして健康づくりの推進をする。また、

専門職スタッフによる学校訪問での講義ですとか、部活の地域移行を見据えた指

導者に対するコーチング理論の展開、そういったことをこれから進めていきます

というのがまず１つです。 
３ページからは栃木ＳＣさんからの資料でございまして、さくら市への思いが

ずっと書いてございます。４ページまでがさくら市のことですね。 
５ページからが、これからどんなことをやっていきましょうかというのが５ペ

ージ、６ページ、７ページになります。 
続いて、８ページをご覧ください。 
ここで地域活性化の拠点整備ということで、スポーツ普及、健康づくりの推進、

地域活性化の拠点の一つとして、双方協力して栃木ＳＣの練習拠点施設の整備を

進めるというようなことが。 
内容としましては、３の（１）としてグラウンド整備ですね。栃木ＳＣが喜連

川運動場を候補地として整備を進める。練習場にはクラブハウスが欠かせないも

のですから、クラブハウスについてはグラウンド施設に近接するエリアを候補地

として進めるということでございます。こちらの場所についてはまだ決まってお

りません。 
施設整備の方法は１０ページにございます。 
１０ページの左側の写真が整備後の天然芝のグラウンドのイメージです。費用

については企業版ふるさと納税という制度もございますので、それで栃木ＳＣさ

んがクラブパートナーですね、企業さんから寄附を募って、その資金で整備を行

うというようなことでございます。 
これが主な内容でございます。 
それでは、資料戻っていただいて、９ページ。 
下段のほうの資料をご覧ください。 
こういった中で、さくら市体育施設条例の一部改正を行います。 
説明資料の１５ページからをご覧ください。 
体育施設条例の一部改正ということで、２ページ目を見ていただきますと、喜

連川運動場の概要を書いてございます。利用時間５時から午後９時まで、施設使

用料全面５００円、片面２５０円、こちらも後ほど説明します。照明使用料が全
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面２，０００円、片面１，０００円です。 
１７ページご覧ください。 
付近施設の利用者数の推移ということで、喜連川運動場付近の施設を比べて示

したものがこちらでございます。喜連川運動場、平成２５年の約１０年前に比べ

ますと、１０年前は３万５，８００人ほど使っていたんですが、それが一気に下

がっていきまして、直近の令和５年では７，４００名程度しか利用しておりませ

ん。１０年前に比べて約８０％の利用者減になっております。原因としましては、

ＳＡＫＵＲＡグリーンフィールドということで、喜連川高校の跡地の運動場に人

工芝のサッカー場を造ったことで利用者がそちらのほうにどっと流れたというこ

とで利用者数が減ったということでございます。 

４ページをご覧ください。 

まず５ページを見ていただきますと、喜連川運動場の利用状況で航空写真がご

ざいまして、１９ページを見ていただきますと航空写真がありまして、土といい

ましょうか、砂のグラウンドですね。これサッカーコート１面取れるんですが、

通常ハーフコート、少年用のコートを２面という形で、貸し出しております。 

１８ページに戻っていただきますと、移行の上のほうの表２つですね、これが

喜連川運動場Ａ、Ｂということで、ふだん利用されている方は火曜の午後、夕方、

火曜の午後ですね、Ａ、Ｂを使っている。木曜日のＢ夕方ですね。Ｂの金曜日の

夕方、土日の午前中、こういった形で使っております。ほかはほぼほぼ使われて

いないというような状況です。 

この喜連川運動場を廃止した場合どうするかというようなことは、移行後とい

うところを見ていただきますと、菖蒲沢公園がございます。利用例の中に、菖蒲

沢公園というところがありまして、野球場が２面ありますので、そちらのＡ部分

を使えばどうかというようなことです。場所については後ほど説明いたします。 

そこに当てはめれば、十分大丈夫かと。野球連盟の練習が入っていますほか、

大会時期もあるんですけれども、それ以外であれば十分使うことは、一番下の表

ですね、喜連川小学校の校庭も使えば十分利用者の代替施設として成り立つので

はないかというようなところでございます。 

資料２０ページを開いていただきますと、先ほどの菖蒲沢公園の野球場の写真

でございます。 

この野球場は２面ございますので、１面の半分ですね、大体外野分だけあれば

先ほどの喜連川運動場の少年用のコート１面は取れるというようなことで、こち

らで利用できるということです。 

続いて、２１ページを見ていただきますと、これが喜連川小学校です。校庭１

面に少年用のコート１つ取れます。 

続いて、２２ページをご覧ください。もう一つですね、喜連川高校跡地の第１

グラウンドということで、喜連川高校の校舎の北側にグラウンドございます。２

３ページを見ていただきますとそのグラウンドがあります。写真ですね。 

現在野球で使っている方がいらっしゃいます。これも利用頻度は低いんですが、
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そこを今野球でしか使っていないものを３分割しまして、サッカーの先ほどの少

年用のコートが２面ないし３面近く取れるということです。 

また、ゲートボールなんかでも、以前は喜連川運動場をゲートボールでも使っ

ていたことがあるということなので、そういったことにも利用できるということ

でございます。 

２４ページをご覧ください。 

具体的に喜連川高校第１グラウンド、先ほどの校舎の北側ですね、これまでは

全面１時間使用料３００円、照明使用料１，０００円ということで野球に貸して

おりましたが、先ほど３分割ということで３分の１面を１時間１００円、面積割

として１００円ということでお貸しするということでございます。また、ゲート

ボール場の利用もできると。市民の６０歳以上の方の場合は、これまでもそうだ

ったんですけれども、ゲートボールの場合は無料として貸し出します。 

続きまして、２５ページをご覧ください。 

菖蒲沢公園の利用形態ということで、概要でございます。利用時間が５時から

夜の９時まで、施設使用料１面３００円、１時間ですね。照明使用料が１時間２，

０００円ということでございます。 

２６ページを見ていただきますと、先ほどと同じ図面となります。 

２７ページを見ていただきますと、料金設定ですね。これまで野球場として１

面１時間、施設使用料３００円、照明使用料１，０００円ということで、野球場

としてお貸ししていたものですが、区分を多目的広場ということに変えまして、

もちろん野球でも使えるんですが、ほかにサッカーですとか、サッカーに限らな

いんですけれども、使用部分の面積に応じた形態で料金をいただくということで、

サッカーですと外野部分は半面ということなので１時間、施設使用料１５０円、

照明使用料１，０００円ということで考えております。 

改正の内容は以上でございます。 

 

○橋本教育長 
では、今説明をいただきましたけれども、一気に説明しましたので、ちょっと

時間を取ってから質問、二、三分時間を取らせていただきます。 
 
（休　　憩） 
 

○橋本教育長 
では、改めて委員の皆様から質疑等がありましたらお願いいたします。 
稲見委員。 
 

○稲見委員 
今まで喜連川運動場を使っていらっしゃったチームあるみたいなんですけれど

も、そこに事前説明されたかと思うので、そのチームの代表の方々の反応を教え
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ていただきたいことが１点と、あと、グリーンフィールドがあって、大分そちら

に利用者が流れていっていると思うんですけれども、利用料金が高くてなかなか

取れないという話はチームの代表の方から聞いたりするんですけれども、ちょっ

とここにグリーンフィールドの値段は書いていないんですけれども、グリーンフ

ィールドの利用料金と、あと、なかなか取れないはしようがないかと思うんです

けれども、例えばさくら市のチーム、学童のチームとかだったら補助はあるのか

どうかということとかを教えていただけたらと思います。 
 

○橋本教育長 
スポーツ振興課長。 
 

○久保スポーツ振興課長 
スポーツ振興課長です。 
まず、喜連川運動場をご利用いただいているサッカーチームは３チームあるん

ですけれども、それはもう事前に直接お話をさせていただいて、菖蒲沢公園です

とか、喜連川運動場とか、そのほか氏家中学校ですとか、いろんな施設でも代替

地として利用できるようにいたしますということでおおむねご理解いただいてお

ります。 
 

○久保スポーツ振興課長 
グリーンフィールドはサッカーコート全面で１，５００円、照明使用料２，０

００円ですね。サッカーコート半面、少年用コートで７５０円、照明使用料が１，

０００円ですね。 
もう一つフットサルコートがあるんですけれども、それは施設使用料６００円、

照明使用料が５００円です。 
ちなみに取れないのはお金もあるんですけれども、非常に人気があって取り合

いになって、抽選でご利用いただいているというようなところもあるので、非常

に人気になっていることがあります。高いというよりも、どちらかというとやは

り取り合いになっちゃうという。 
 

○稲見委員 
なかなか人気で取れないという。値段が高くて、毎回そこでできないというこ

とはボンディボーラの方からも聞いていますし、なかなか取れないことに関して

は人気だからというようなこともおっしゃっていたので、金銭面と利用状況の過

密となることは両方あるかとは思いますが、その中で、じゃ、例えばさくら市の

チームだったら割引とかということはないと。 
 

○久保スポーツ振興課長 
学童さんですと週２回の練習まで無料でお貸ししていますので、照明もただで



13 

すし、施設料もただで。 
ただ、３回ですとか４回目とかそういった回数が多いところは、それを超した

分だけ利用料をいただいております。ですので、通常そんなに毎日はやらないの

で、大体はその範囲で。 
ＳＦＩＤＡさんは生徒さんがたくさんおるのかなと思いますけれども、そうい

ったところです。 
 

○稲見委員 
ＳＦＩＤＡはグリーンフィールドも取っているけれども、喜連川練習場も取っ

ているという。 
 

○久保スポーツ振興課長 
そうです。取れるときはグリーンフィールドでやっています。 
 

○稲見委員 
分かりました。 
 

○橋本教育長 
そのほかございませんか。 
舩生委員、どうぞ。 
 

○舩生委員 
写真の中に枠が幾つか入っていますよね。実際その現場では境界を示す何かと

いうのは示していく予定なんですか。 
 

○橋本教育長 
スポーツ振興課長。 
 

○久保スポーツ振興課長 
ただいまのご質問にお答えします。 
現場にはそういった印とかというのはないんです。一応これだけ利用していた

だくというようなチームさんのほうにはお話したり、あるいはマークをつけてほ

しいというようなこともあるんですけれども、その辺を工夫しながらやっていき

たいと思います。 
通常、サッカーの練習ですとカラーコーンなり置いて、その中で練習するので、

そんなには問題ないと思うんですけれども、場合によっては考えてはいきたいと

考えております。 
 

○舩生委員 
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ちょっと心配なのは、例えば喜連川高校跡地３面ありますよね。同時に３チー

ムがどこかで使うときに接触があったりとかトラブルが出てくる可能性あるなと

思って、ちょっと心配だったもんですから。 
 

○久保スポーツ振興課長 
ごめんなさい、説明すればよかったんですが、こちら栃木ＳＣさんのお話です

ね、非常に重要なことでございますので、教育委員会の諮問機関でありますさく

ら市スポーツ推進審議会という審議会がございます。また、さくら市体育施設運

営審議会というものもございまして、過日２３日ですね、ちょっと資料をつくる

の間に合わなかったんですけれども、そちらに諮問いたしました。 
結果は、スポーツ推進審議会のほうでは、栃木ＳＣの練習場で整備されること

により、プロスポーツクラブである栃木ＳＣとの連携が密になり、市内小・中学

校の学校訪問、サッカー教室や指導者への研修、高齢者体操教室等を今よりも開

催しやすい環境となることで、市民のスポーツ活動の活性化する機会の増加につ

ながると考えるということで答申をいただいております。 
体育施設運営審議会のほうでは、喜連川運動場の利用者調整が適切に行われて

おり、使用料についても既存の面積を勘案した設定がなされていることから、利

用者の理解が得られるものと考えると。体育施設の適切な利用管理が認められる

というような答申をいただいております。お願いします。 
次回の定例会の際にご報告いたします。 
 

○橋本教育長 
中村委員。 
 

○中村委員 
この栃木ＳＣの練習場の整備に関しては、完成した後には市内の方々も利用で

きる施設なんですか、それともできない。 
 

○橋本教育長 
スポーツ振興課長。 
 

○久保スポーツ振興課長 
スポーツ振興課長です。 
基本的に専用練習場というようなことなんですが、とはいえ、そこで市民の方

にも利用していただくことを栃木ＳＣさんのほうでは考えておりまして、例えば

何日間かは開放というか、あとはサッカー教室をやるとかと、そういったことで

完全に入れないというようなことではなくて、ある程度開放といいましょうか、

利用日は考えたいというようなことでお話はいただいていますが、基本的に専用

です。 
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なかなか芝の養生もかなりグレードの高い芝なので、自由に使わせるというの

は難しいというのはお聞きしております。 
以上でございます。 
 

○橋本教育長 
中村委員。 
 

○中村委員 
その中で、栃木ＳＣというチーム自体、プロのチームと、あと小学生のチーム

だったり、中学生のチームだったり持っていらっしゃいますよね。そうなってく

ると、その小学生たちがそこで利用して練習ができたりするということになって

くると、やっぱり市民の方々から不平不満が出たりするんじゃないのかなという

ちょっと懸念があるもんですから、その辺どういう制限の下でやるのかというの

を。 
 

○橋本教育長 
スポーツ振興課長。 
 

○久保スポーツ振興課長 
先ほどの中村委員の質問にお答えします。 
基本的にトップチームの練習会場なので、ユースですとか女子とかは宇都宮の

ほうでこれまでも練習を続けるそうです。やはり県内から親御さんが送迎するん

で、やっぱり中心のほうがいいというようなこと。練習会場についてはちょっと

どうなるか分からないんですが、現時点では栃木ＳＣの下部組織については宇都

宮のほうで、練習するということです。 
サッカー教室は栃木ＳＣのチームということではなくて、栃木ＳＣのサッカー

スクールは、できれば喜連川でもやりたいような話でございました。 
今の段階ではそういった状況です。 
以上です。 
 

○橋本教育長 
中村委員。 
 

○中村委員 
なるべく市民の方も利用できるような方向でお願いできればと思います。 
 

○橋本教育長 
ありがとうございました。 
そのほかございませんか。 
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岡崎委員。 
 

○岡崎委員 
夜利用するときに照明使うと思うんですけれども、菖蒲沢公園の照明というの

はちゃんと明るいんですか。 
 

○久保スポーツ振興課長 
菖蒲沢ですね。 
 

○岡崎委員 
はい。 
 

○久保スポーツ振興課長 
正直ちょっと古くなって切れている球もあるんで、修繕をかけております。あ

る程度の数が切れたものですから、一気に全部直すということでは進めておりま

す。 
でも、行く行くは、今、古い施設で水銀なんで、それももう使われなくなるの

で、今度はＬＥＤのほうに変えるというようなことも考えておりますので、そう

なれば、格段大丈夫かなと思います。 
 

○岡崎委員 
今、氏家中学校で夜、うちの子どもたちもサッカーの練習をしているんですけ

れども、野球用みたいな照明なんですね。だから、遠くは暗いんだそうで、だか

ら、見てもやっぱり野球用に照明がついているのかなと思って、全部で練習しよ

うと思ったら暗い部分とか出てくるのかなというのがちょっと心配だったので、

引き続き明るくしてあげるといいかなと思いました。 
 

○久保スポーツ振興課長 
ただいまの岡崎委員の質問にお答えします。 
まず、菖蒲沢公園のほうも実際照度ですね、半分をつけるとどうなるのかとい

うのを貸し出す前にもう一度点検をしてからやりたいと思います。 
また、氏家中学校の照明が暗いというのは校長先生からも聞いておりまして、

将来的には直していきたいと考えておるので、よろしくお願いします。 
 

○岡崎委員 
ぜひお願いします。 
 

○橋本教育長 
じゃ、その条件整備ですね。 
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稲見委員。 
 

○稲見委員 
私も照明のことが。 
野球場の外野側の、菖蒲沢が多目的広場になった場合、外野側に結局サッカー

をするグラウンドが対角的に取るんですよね。なので、対角的に取るということ

でちょっと練習がしにくいだろうなということと、外野側って多分照明が１、２

塁、３塁とかのマウンド側に照明って大体立ってついているので、外野側は手薄

になっているんじゃないかと思ったので、その照明のことは気になりました。 
 

○橋本教育長 
２０ページのところの菖蒲沢運動公園がありますけれども、ここの照明が１台

あるんでしょう。電灯のような。　　　　　　 
内野に２つあって、外野に１つ。３分の１借りようとするとその辺のものがつ

くということで。 
 

○久保スポーツ振興課長 
そうです。調整して、新たなつける箇所を設定。 
 

○橋本教育長 
照度が水銀なので、今切れているものは修繕をするということで、今進めてい

るということです。 
 

○稲見委員 
ぜひともよろしくお願いします。 
 

○橋本教育長 
ありがとうございます。 
その他。 
 

○稲見委員 
私、さっき育成チームのことおっしゃったんですけれども、じゃ、河内町にあ

るクラブハウスやグラウンドはそのままあって、またさらにこっちに造るという

ことなんですか。 
 

○橋本教育長 
はいどうぞ。 
 

○久保スポーツ振興課長 
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ただいまの委員の質問にお答えします。 
まず、河内のグラウンドは宇都宮市のものなので、それは栃木ＳＣさんが使わ

なくなるというだけで、一般には使われるそうです。そこで、栃木ＳＣの下部組

織の選手らがそこでやると思います。 
クラブハウスに関しては、今のところまだどう使うか分からないんですが、い

ずれにしてもさくら市に。 
トップチームの練習拠点は全て喜連川に持ってくるということです。 
 

○稲見委員 
今まで栃木ＳＣも河内のグラウンドを借りていたという。 
 

○久保スポーツ振興課長 
そういうことです。 
 

○稲見委員 
さくら市で、ここで造るというときにも、この場合はさくら市が栃木ＳＣに土

地を貸すということなんですか。 
 

○久保スポーツ振興課長 
土地を貸すということです。 
 

○稲見委員 
ありがとうございました。 
 

○橋本教育長 
では、そのほかご質問がなければ、本議案に対する質疑は終わったものと認め、

終結いたします。 
お諮りをします。議案第３号　さくら市体育施設条例の一部改正について、賛

成する委員の挙手を求めます。 
 
（全員挙手） 
 

○橋本教育長 
はい。 
たくさんのご意見ありがとうございました。施設面ですね、移行するところを

利用する団体のことも考えまして、照明灯はしっかりと修理をする方向で進めた

いと思っております。ありがとうございました。 
 

報告第１号　要保護及び準要保護者の認定について 
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○橋本教育長 
ここから秘密会に入ります。 
報告第１号　要保護及び準要保護者の認定についてですね、事務局から説明願

います。 
学校教育課長。 
 

○八木澤学校教育課長 
（学校教育課長による説明）  

 
○橋本教育長 

では、委員の皆様から質疑がありましたらお願いいたします。 
 

（質疑応答） 

 
○橋本教育長 

では、本報告に対する質疑は終わったものと認め、質疑を終結いたします。 
以上で報告第１号は終了いたしました。 
 

（７）その他 

○橋本教育長 
では、その他に入ります。 
事務局から何かございましたらお願いします。 
生涯学習課長。 
 

○横塚澤生涯学習課長 
生涯学習課長です。 
教育長からも報告ありました来年１月１２日に二十歳のつどいのほう開催いた

します。それに先立ちまして、今年の１１月１２日付で、委員の皆様のほうには

市制２０周年第３回さくら市二十歳のつどいの開催についてということでご案内

させていただいております。 
中村職務代理者につきましては登壇をしていただきますので、受付については

９時半から９時４０分までにしていただけるよう通知のほうをしております。そ

れ以外の委員の皆様につきましては、受付が９時４５分から１０時までで案内を

しているんですが、９時５０分から思い出のスライドショーを上映することにな

っておりますので、そちらをご覧になる方については９時５０分前までに受付の

ほう終了していただければと思います。それまでに受付を終了していただければ、

うちのほうでご案内いたしますので、よろしくお願いしたいと思います。 
以上でございます。 
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○橋本教育長 
二十歳のつどいについては、何かご質問大丈夫でしょうか。 
 
（発言する声なし） 
 

○橋本教育長 
じゃ、そのほかありませんか。 
じゃ、そのほかで。 
 

○橋本学校教育課長補佐 
それでは、事務局からご連絡をさせていただきたいと思います。 
教育委員の皆様の机のほうに通知を幾つか置かせていただいておりまして、そ

の中で、中学生のアメリカへの海外派遣の出発式が１月１５日にありまして、そ

ちらと、先ほど教育長のほうからもありましたとおり、２月４日に中学校合同立

志式の開催の通知のほうを置かせていただいておりますが、こちらにつきまして

は、特に教育委員の皆様のほうで何か役割というのはないんですけれども、出欠

を取っておいたほうがよろしいですか。 
 

○橋本教育長 
はい。 
じゃ、１月１５日の海外派遣出発式、何時頃でしたか。 
 

○橋本学校教育課長補佐 
１１時です。 
 

○橋本教育長 
じゃ、中村職務代理はいかがですか。 
 

○中村委員 
大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
じゃ、職務代理は丸。 
舩生委員は。 
 

○舩生委員 
大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
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丸。 
岡崎委員は。 
 

○岡崎委員 
大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
丸。 
稲見委員は。 
 

○稲見委員 
今のところ大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
じゃ、１月１５日は全員丸ということで、続いて、立志式です。２月４日、午

前中になります。 
中村委員。 
 

○中村委員 
はい、大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
丸。 
舩生委員。 
 

○舩生委員 
一応仕事とぶつかっているんですが、職場で何とかなれば出たいと思いますが、

今の段階では欠席でお願いします。 
 

○橋本教育長 
今の段階ではバツということで。一応三角にしておきます。出られる可能性が

あるということで。 
岡崎委員。 
 

○岡崎委員 
大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
丸。 
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稲見委員。 
 

○稲見委員 
大丈夫です。 
 

○橋本教育長 
じゃ、今現在は今の状況ですので、変更等がありましたらお知らせください。 
そのほかは。 
 

○橋本学校教育課長補佐 
こちらからは以上です。 
 

○橋本教育長 
委員の皆様、ほかに何かございますか。 
 
（発言する声なし） 
 

○橋本教育長 
では、次回の定例会について、次長のほうからお願いします。 
 

○櫻井教育次長 
次回、令和７年度１月の定例会につきましては、１月２４日金曜日の１０時か

らということで、場所のほうは、本日お集まりの喜連川支所の会議室になります。 
この日なんですけれども、会議に入る前に、今建設中の新給食センターのほう

を視察していただきまして、戻った後に会議を進めるような流れで考えておりま

す。よろしくお願いします。 
 

○橋本教育長 
次回の１月は今お知らせがあったとおりですけれども、外に行きますので、若

干寒いと思いますので、防寒着をお願いします。 
今、建屋は４割ぐらいですかね、４割から５割ぐらい建つんじゃないかなと思

っております。 
じゃ、今年最後の教育委員会１２月定例会、大変ありがとうございました。皆

さん、よいお年をお迎えください。 
では、事務局にお戻しします。 
 

（８）閉会宣告（午後４時００分） 

○櫻井教育次長 
以上をもちまして、令和６年１２月の定例会を閉会いたします。大変お世話に
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なりました。ありがとうございました。 
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　　　以上が、さくら市教育委員会、令和６年１１月定例会の会議録であり、その内

容に相違ないことを証するため署名する。 
 
 

令和７年　　月　　日 
 
 
 

署名委員（教育長） 
 
 
署　 名　 委　 員 
 
 
書　　　　　　 記 


